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I はじめに 

 基調提案では部落差別問題と教育の重要性が語

られ、差別的発言を受けて差別に向き合う生徒や

過去の就職差別の事例が紹介された。教育が果た

す役割や学力、社会的背景への理解が求められ、

差別をなくすためには教育と対話が重要だと強調

された。 

 分散会では、進路・学力保障に関わる小学校 1 件、

中学校 1 件、高校 2 件の実践が報告され、討議さ

れた。 

 

Ⅱ 報告及び質疑討論の概要 

 

－報告①－ 

いつもそばに なかまがいるから 

～ひとりじゃないよ～（大阪府人教） 

－主な質疑と意見－ 

鹿児島  Ａが涙ながらに家族のことを語り始めた

が、遅刻が多いといったＡの生活の背景はわかる

か。また、差別は昔のことではなく、今でも続いて

いるという言葉があったが、その差別の具体例を

教えてほしい。 

報告者  家庭の中で喧嘩が絶えず、Ａが自分の思

いを伝えられなかったり、朝の声かけがなされな

かったりする状況だった。ただ、父親とも連絡をと

る中で徐々に改善されていった。差別の具体例に

ついてはネット上に溢れている差別や友人の結婚

差別の話など。生徒たちはハッとした様子で卒業

後に差別や偏見に出会ったらどうしたらいいかと

質問していた。 

奈良  不登校の生徒がどれぐらいいるのか。職員

も含めた人権意識を高めるためのとりくみについ

て聞きたい。 

大阪（報告者の学校）  本校では「不登校」という

言葉は使わず、「休みがち」と表現している。ステッ

プルームを設け、教室に入れない子どもは２割弱

で、学習端末を使ったオンライン学習も行っている。

人権意識を高めるため、校則はなく、一律の指導は

せず、個別に寄り添った指導を行っている。 

鹿児島  仲間づくりをするときに具体的にこう気

をつけたり、いろいろ意識したりしていること、め

ざす仲間づくりで大切にしていること、モットーな

どがもしあれば教えてほしい。 

報告者  子どもたちの中には自分の思いを出せ

ないが、本当はつながりたいという気持ちをもっ

ている子どもがいる。そのため、修学旅行や体育大

会・文化祭で「一人では無理でも一緒ならできる」

体験を大切にし、声かけをしてきた。授業や休み時

間では、勉強が苦手でも意見を伝える方法を工夫

している。乱暴な言葉や行動を取る子どもたちの

本当の思いを理解することが重要であり、その背

景を考えるよう子どもたちや周囲に伝えている。

「行動の裏にある思い」を学年通信や集会で呼びか

けている。 

徳島  休みがちの生徒児童の学力保障をどうし

ているか。子どもの仲間づくりをするための職員

のつながりについて教えてほしい。 

鹿児島  学習支援では、保護者への連絡で授業内

容や進度を伝え、担任が使用したプリントや課題を

渡してつながりを維持している。また、電話で児童

に授業内容を伝え、オンラインやタブレットを使っ

て課題を送付しているが、オンラインで進まない場

合もあり、課題提出時には丸付けやコメントを加え

て、休んでいる児童にも学習内容が伝わるよう工

夫している。 

報告者  本校では「学力保障」を重要視し、生徒一

人ひとりに応じた支援を行っている。休みがちな

生徒には、気軽に学習できる「個別学習の部屋」を

提供し、集団授業が難しい生徒には少人数指導を

行っている。自宅で学習が難しい生徒のために、放

課後学習を毎日開催しており、定期テスト前には多

くの生徒が参加する。クラブ活動と並行して行われ、

自主的な学びを育む場となっている。授業では複

数の教師が指導にあたり、生徒の理解を深めてい

る。 

鹿児島  子どもたちの仲間づくりには、教職員同

士の協力が重要だと考えている。自己紹介やペア

ワークを取り入れ、仲間意識を深める活動を行っ

ている。結果的に、子どもたちは男女関係なく仲良

く過ごしている。しかし、教職員間の意見の違いを

認め合うことが難しく、悩むことがある。保護者や

子どもたちとの関係でも厳しい指摘を受けるが、

それでも向き合い続けなければならないことが負

担となっている。校内研修で連携を促進しようとし

ても、欠席する教員が多く進みにくい状況だ。 

協力者 大人同士のつながりが難しいのは、私も思

い当たる気がする。これに関して何か意見はある

か。 

大阪（報告者の学校）  本校では、教職員が同じ方

向を向いてとりくむことを重視している。方法は人

それぞれだが、めざす方向性を共有することが基

本。校内研修は班別研修が中心で、テーマを設定し

異なる経験を持つ教職員が班を組むよう工夫して

いる。これにより、異なる視点を持つ人同士が支え

合いながら研修を進めている。テーマには「人権」

「学力向上」「特別支援」などがあり、協力を促進す

る仕組みとなっている。 

第３分科会 
子どもたちの未来を拓く進路・学力保障 

をどうすすめているか 

 

第４分散会 
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－報告②－ 

「社会をたくましく生き抜くために必要な資質・能

力の育成」をめざして（京都府人教） 

－主な質疑と意見－ 

福岡  他の子たちにも何かその子どもだけの役

割があったのか教えてほしい。私も外国にルーツ

を持つ子どもの担任をしており、どういう大人にな

ってほしいかという思いがあれば聞かせてほしい。 

報告者１  小規模校なので、すべての子どもに役

割を与え、個性を伸ばす機会を提供している。学習

発表会では、恥ずかしがる子どもにも配慮し、適切

な挑戦を通じて成長を促している。外国にルーツ

を持つ子どもには「主体的に生きる力」を育むこと

を重視し、個々の特性を尊重する教育をめざして

いる。低学年担当として、保護者の意向に沿うだけ

でなく、子ども自身の思いや意見を引き出し成長

に繋げることが課題である。 

鹿児島  子どもたちの学習支援や生活支援に関

係して関係機関との連携をどのように進めていっ

て、それを学校の活動にどのように生かしていくか。 

京都  関係機関との連携は慎重に行い、いきなり

連携を取ることはない。まず校内でケース会議を

開き、生徒の状況（生活指導、家庭環境、発達特性

など）を把握し、必要な支援を検討する。その結果、

必要に応じてスクールカウンセラーやソーシャルワ

ーカーを交えた戦略会議を実施し、家庭へのアプ

ローチ方法を具体化している。関係機関の利用は、

その家庭にマイナスの影響が出ないよう配慮しな

がら、適切なタイミングで行うようにしている。慎

重かつ計画的に連携を進めている。 

鹿児島  チーム担任制ユニット制について教えて

ほしい。 

報告者１  チーム担任制導入には反対意見もあっ

たが、実際に導入してみてコミュニケーションの重

要性を実感している。教師間でタブレットを使って

情報を共有し、得意分野を活かして協力している。

以前は一人で抱えていた問題も、複数の視点で対

応でき、教師の負担が軽減された。管理職も教師

を尊重し、改善を共に考える環境があり、安心して

働ける職場だと感じている。教師の働きがいが向

上し、子どもたちにも良い影響を与えている。 

福岡  子どもたちのグループ分けについて大体

どのような感じで振り分けられたのか。 

報告者１ 保護者間で不満が出ないようトラブルが

起きないよう今年は学力や資質能力を重視し、子

どもたちを組み合わせる方針に変更した。低学年

も同様に考慮され、個々の特性を踏まえて振り分

けが行われ、子どもたちが安心できるような配慮

も行われた。 

報告者２  愛着に問題を抱える子どもが多く、大

人との関わりがうまくいかないことが多い。子ども

のマイナスの行動も背景を理解し認めることが大

切だと思う。学校全体でアプローチを続け、少しず

つ良くなってきており、子ども同士や大人との関係

を改善するために協力の機会を増やしている。 

鹿児島  学校内の活動だけでなく、地域や家庭で

の支援も重要だと感じている。子どもたちが自主

的に行動するような事例があれば、紹介してほし

い。 

報告者１  学校外での活動を通じて、子どもたち

が成長し、それが保護者や地域にも良い影響を与

えると感じている。相撲大会や修学旅行のお小遣

いの決定など、自主的に行動することが、地域や家

庭に繋がると考えている。昨年度の卒業生が地域

でゴミ拾いを始めたように、学校の活動がきっか

けとなり、地域に目を向けるようになった。 

京都  家庭に返すことが難しい現状があるが、学

校での子どもの自立が家庭にも良い影響を与える

ことが大切だと思う。失敗を通じて成長し、教職員

と共に次に進み、成功したときには保護者にその

姿を見てもらうことが重要。こうしたとりくみを繰

り返すことで、地域全体の底上げが進むと考えて

いる。 

兵庫  以前の小中連携のあり方からどう変わった

のか、また、ユニット制を始めるにあたって、どのよ

うな小中連携を考えているのかについて教えてほ

しい。 

報告者１  ユニット制の影響か、最近学校間の交

流機会が増えた。子どもたちも一緒に体育館で活

動したり、運動会に参加したりしている。教員同士

の仲が大事だと感じており、情報共有を促進する

ために、バレーボール大会や集まりを行っている。

今、小中の繋がりが強くなっていると感じている。 

鹿児島  外国にルーツのある子どもへの対応や、

言葉の壁や人間関係の問題に対する学校のとりく

みはどうなっているか。また、異文化理解を深める

ための活動はどのように行われているか。 

報告者１  言語の壁があると最初はコミュニケー

ションが難しいが、教師がいない場合は翻訳機を

使っている。子どもには翻訳機を持たせ、大人や友

達とも使えるようにしている。関わり続けることで

保護者も学校の意図を理解し、良い関係が築ける。 

報告者２  子どもたちは転校生を歓迎している。

私たちの役割は日本語を早く理解してもらうこと。

日本語教室を開き、教育の場を提供している。また、

世界を旅するテーマで、メキシコ、スリランカ、サウ

ジアラビアの文化を紹介し、子どもたちが自分の国

の言葉で話すことで自己肯定感を高めている。 

 

－1日目総括討論－ 

協力者 今回この総括討論では繋がりというのを

一つテーマポイントに置きたい。 

大阪 進路保障について考えさせられた。報告で、

固定された学力基準に苦しむ子どもたちとその影

響について考えた。以前、日本語指導中に「話せる

のに話せないふりをしていた」と言われ、最終目標

は言語を教えることではなく、子どもたちが集団に

溶け込み、仲間と繋がることだと感じた。ユニット

制が子どもたちの繋がりを深め、ルールを整備す

ることが学びや成長を支える大切な要素だと思う。 
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大阪  大阪の事例を通じて「繋がり」の重要性を

実感した。小学校から中学校への進学後も繋がり

続けることが教育実践の成長に繋がると感じた。

先輩教師から「卒業生や保護者の姿が実践の答え」

と教わり、それを現在の子どもたちに還元すること

が生き方保障だと思う。子どもたち同士の繋がり

を大切にし、外部との繋がりを支える仕組み作り

が必要だ。 

報告者  本校では最初、狭義の学力に注目してい

たが、教職員で話し合い、生きるための資質・能力

を重視する方針に転換し、ユニット制を導入した。

資質・能力は評価が難しく、短期間で成果は出ない

が、これを続けることで子どもたちが生き抜く力を

身につけると信じている。教職員間でこの信念を

共有し、連携することが重要だと感じた。 

報告者  日本語を理解していても話せない子ど

もたちがいる。これを受けて、周囲の子どもたちに

も多様性を学べる時間を設けている。たとえば、イ

ンドからの転校生が来た際、インドの言語や文化に

ついて話し、クラス全体が学び、互いを理解し合え

る環境づくりに努めている。 

大阪  子ども同士が自然に「繋がる」ことは難しい

ため、人権総合学習を活用している。さまざまな課

題や人と出会い、「こういう人もいるんだ」と知り、

その先の行動を考えている。かわいそうと思うだ

けでなく、「誰もが過ごしやすい環境」を作るため

の問いかけを進めている。最終的には、主体的に

行動できる子どもを育むことをめざし、互いの違

いを認め合う意識を育てることが重要だと考えて

いる。 

報告者  「学校総合プロジェクト」で、小中学校 3

校の連携を進めている。テーマは「人と人との繋が

り」で、これが子どもたちの成長の鍵になると考え

ている。幼稚園や保育園との連携も含め、子どもた

ちが自立し地域で支え合えるコミュニティを作り、

「ここで頑張れる」と感じ、みんなで喜び合える場を

築きたい。 

協力者  「狭義の学力から離れる」重要性に気づ

いた。高校では「大学合格者数」を進路保障と捉え

がちだが、子どもたちの成長を支える視点を広げ

ることが大切だと実感した。 

福岡  私の学校では、地域の小中学校や特別支援

学校と連携し、授業計画の公開と意見交換を行っ

ている。今年度は小学校の先生が授業を見学し、

意見交換をした。これにより、生徒の自治活動や教

育活動に良い影響を与えることをめざしている。

「ここでなら頑張れる」という安心感から学力が厳

しい生徒や不登校の生徒も体育祭や文化祭に積極

的に参加し、協力する姿勢が見られる。ただ、生徒

の選択を尊重し、無理に繋がる必要はないと考え

ている。 

鹿児島 高校入学からトラブルが多かった自閉症

スペクトラムの子どもが、小学校や中学校の先生方

からの聞き取りを通じて、その成長を振り返った。

たとえば、運動会でピストルを見ただけで逃げてし

まうことが分かり、ピストルをなくすなどの対応を

した。中学校では症状について学年全体で理解を

深め、その子も安心感を得た。トラブルが起きた時

には図書館に行くようになり、周りの友達も協力す

るようになった。高校を卒業後は県外の専門学校

に進学し、一人暮らしを始め、お母さんは子どもの

成長に驚いていた。この経験から、子どもの成長を

諦めずに続けることの大切さを感じている。 

大阪  今日の報告で印象に残ったのは修学旅行

の話。おこづかいが 3，000円と決まった件で「自

分たちが決めたから」と言った点が重要で、単に校

則がないのではなく、社会を作る意義があると感

じた。また、教職員間で伝わらない部分や、今まで

の「正しさ」を見直す必要があると感じた。少しず

つ前に進むことが大事で、失敗しても、子どもたち

がどうするかを語り合うことが重要だと改めて考

えた。 

報告者  学校改革で地域の変化は短期間では難

しいが、保護者や地域との繋がりが重要だ。家庭と

の繋がりを意図的に作るのは簡単ではなく、学校

がその場となる。「開かれた学校」として保護者が

学校に足を運び、子どもたちの姿を共に見ること

が地域との繋がりのきっかけになると感じる。 

報告者  本校ではオープンスクールを頻繁に行い、

保護者や地域の方々が学校の様子を見に来る機会

を多く設けている。その中で、地域の方々から意見

をいただいたり、子どもたちが地域で声をかけら

れたりする場面がよくある。最近、地域の方から

「子どもがこんなことをしていました」と連絡を受

け、その子と共に家庭を訪問した際、励ましの言葉

をいただき、地域に温かく見守られていることを

実感した。 

大阪  地域総合学習で地域の人々との繋がりを

大切にし、施設やその背景を理解することで地域

の思いを知り、繋がりを深めている。小中学校で培

った繋がりが高校進学後も地域に帰れる場となる

よう、学びの場を提供し、授業作りでは子どもたち

や地域の思いを大切にしている。 

京都  小中学校から高校への繋がりの大切さを

改めて感じた。高校生から社会へどう繋げるかを

今後考え直す必要があると思う。また、生徒の学力

を下げないために生徒指導を厳しくするような発

想がある。もっと生徒を信じていきたいと思った。 

鹿児島  先生方の報告を聞き、繋がりの重要性を

再認識した。学校での活動を通じて、子どもたちと

共に学ぶことが大切だと感じる。本校では 1 年生

から９年生が縦割りで活動し、前期課程の子どもた

ちが後期課程の子どもたちをサポートする姿が見

られる。また、地域や保護者と協力し、子どもたち

が成長に気づく機会を提供している。無理に繋が

るのではなく、自然に助け合う方法を学ぶことが

大切だ。今後もこのとりくみを続け、繋がりを深め

て子どもたちの力を引き出していきたい。 

大阪  「繋がり」について考えると、差別に関する

価値観の重要性を感じる。差別をなくすためには、
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反差別の価値観を向上させることが大切だと思う。

特に部落差別問題での反差別の繋がりが問題解決

に不可欠だと感じた。差別をなくさなければ、子ど

もたちを守れない。人の痛みを理解し、その原因を

なくすことが重要だ。子どもたちが他者を傷つけ

る原因を探し、解決策を見つけることが必要だと

思う。地域での遊びや出会いを通じて、繋がりを深

めることが大切だ。自分自身、日々の言動や行動で

傷つけている人がいないか振り返り、苦しんでいる

人々が声を上げられる社会を作るために、自分に

できることを考え続けたい。 

鹿児島  教職員の繋がりは学校運営に重要だが、

進路指導では実績重視の傾向がある。特に公立高

校では外部との連携が求められ、その繋がりを築

くことが難しいと。また、不登校や通信制高校の生

徒が増え、学校との繋がりが薄れている。これを解

決するために、学校外での繋がりをどう確保する

か、反差別の視点を含めて議論を深めていきたい。 

協力者 教職員の繋がりが生徒を支え、成長を促し

ていると実感した。進路保障や多様性の重要性に

ついても議論があり、部落差別など社会的問題に

目を向ける必要があると感じた。また、困難を抱え

る人ほど繋がれない現実があり、子どもたちに繋

がる力を育てることが課題だと改めて感じた。 

 

2日目 

－報告③－ 

人権尊重社会の実現をめざすために（徳島県人教） 

－主な質疑と意見－ 

広島  子どもたちの課題に向き合う先生方の姿

勢や、それを教職員全体で共有するとりくみにつ

いてお話を伺った。先生方が社会的弱者の視点を

意識しているように感じた。教職員の仲間づくりに

ついて、どのような工夫や意識を持って取り組ん

でいるのかと子どもたちの情報共有や教職員集団

としての連携を図るために、学校としてどのような

方針やとりくみを行っているか、お聞きしたい。 

報告者  教職員は子どもたちに真摯に向き合い、

生徒の前で責任をもって活動することを大切にし

ている。たとえば、授業時間を調整して充実したプ

レゼンテーションを準備し、内容を深める工夫をし

ている。また、校長や経験豊富な教職員がリーダー

シップを発揮し、学校全体を導いている。教職員が

「お互い様」の精神で助け合い、柔軟な考え方をも

って業務に取り組んでいる。意見交換の場を作り、

職場環境を整備することで、働きやすい環境を維

持し、地域の特色に合った支援を行っている。 

鹿児島  私も昨年まで通信制高校に 20 年間勤

めていたが、通信制だと生徒がいろいろな背景を

抱えていることが多い。教職員が個別に支援して、

何とか卒業まで導けるケースも多い。卒業率はて

どのくらいか？卒業できなかった生徒はその後ど

んな進路を選ぶことが多いのか？感覚的な範囲で

構わないので、教えてほしい。『社会の中で自分ら

しく生きられない状況が少なからずある』って書か

れていたが、めざすべきなのは、社会の中で自分ら

しく生きられる環境を作ることだとすれば、どんな

ふうに意識して活動されているか。 

 

報告者  通信制高校では、生徒の多様な背景に対

応しながら卒業をサポートしているが、すべての生

徒が卒業できるわけではない。引きこもりや家庭

の事情で退学する生徒もおり、退学後は就労や他

校で単位を継続するケースがあるが、支援が行き

届かない場合もある。近年は公立より私立通信制

が増え、地域ごとの連携が重要になっている。人権

教育では、差別や偏見をなくすため、被差別部落や

ジェンダーの問題を取り上げ、生徒に正しい知識を

教えている。ただ、現実には差別が根強く、教師は

その現実に向き合いつつ、地域や専門機関と連携

し課題解決に努めている。また、学校だけでなく社

会全体で相談しやすい環境を整えることや、生徒

が困ったときに頼れる力を育むことが重要だ。保

護者や地域社会の意識を高め、差別を許さない姿

勢を発信することも大切だとしている。 

大阪  現在、人権教育の中で子どもたちが自分た

ちの意見表明権を学ぶことを意識しているが、子

どもたちが実際に社会を作る感覚を持てているか

どうかに対して課題意識を感じている。また、自身

や家族が行政とのつながりを持ち、生きやすくす

るために権利を使えるようにすることを重視して

いるが、権利をうまく理解し使えていない部分もあ

ると感じている。その上で、子どもたちが自分たち

の権利について理解し、実際にそれをどう活用し

ていけるかを学ぶ支援についても考えている。権

利学習の支援の方法について、どのように進めて

いくべきか 

報告者  自分の人権を守るためには、たとえば住

民票を正しく登録し、必要な行政支援を受けること

などを伝えることが大切だ。働けない場合は、役所

やハローワークに相談し、生活保護を受けることも

選択肢だ。その後、状況が改善すれば働いて社会

に貢献すれば良いし、差別的なことを言われたら

言い返せるようにすることが必要だ。また、選挙に

参加し、自分の意見を政治に反映させるために、今

からしっかり知識を身につけることが大事だ。学校

や生活では自分らしさを大切にし、堂々と生きるこ

とが重要だ。 

鹿児島 報告者が人権・同和教育にどういうふうに

して出会ったか知りたい。 

報告者  人権教育や同和教育との出会いは、私が

教育現場で働き始めた頃から。最初は地域の問題

にどう対応すべきか分からず、悩むことも多かった。

しかし、地域の経験者と交流する中で、少しずつ自

分の役割が見えてきた。その中で奨学金制度の導

入など、地域の改善に向けたとりくみを進めること

ができた。教育現場では地域との連携が重要だと

感じ、先輩教師たちから多くの学びを得た。地域や

学校でのイベントやトラブルに対して協力して取り

組む姿勢が必要だと実感し、今ではその経験を後
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輩たちに伝えながら、人権教育を深めている。 

－報告④－ 

専門高校における葛藤と進路指導 

～学級担任としてのかかわりから～ 

（鹿児島県人教） 

－主な質疑と意見－ 

鹿児島  定員内不合格を支持したということ、そ

の上でこのレポートを書いた思いは何なのか、ここ

まで書けたということは、その後先生の気持ちの

変化について。企業で理不尽な扱いを受けて悩ん

でいる卒業生が会社内で相談するような状況がな

かったのか、会社内での生徒の様子を聞きたい。 

報告者  専門高校として職業人を育てる責任を

感じる一方で、基礎学力が低い生徒に対する偏見

があったことに気づいた。生徒たちはそれぞれの

未来を選んで進んでいくが、中には事故や挫折を

経験する者もおり、その選択が正しかったのか悩

むこともある。学校では定員割れや問題行動への

対応に追われながらも、合格を支持する意見が増

え、学校全体の雰囲気は変化しつつある。地域に根

差した学校として、生徒一人ひとりに寄り添いなが

ら、業界の期待に応える役割を果たすことをめざし

ている。職場で困難に直面した際、会社内の相談体

制の不足が課題となっており、それを補う取り組み

が必要だと感じる。生徒や同僚同士の支援が問題

解決の鍵となる場合もあるため、今後は支援体制

の整備が重要だと考えている。 

鹿児島  就職後の理想と現実のギャップを減らす

ために、学校として取り組んでいることがあれば教

えてほしい。 

報告者 現実と理想のギャップを埋めるために、船

乗り経験のある職員や自分自身の経験を共有した

り、業界の人を招いて話をしてもらったりしている。

また、できるだけ社会と接触する機会を増やすよ

うにしているが、学校生活と就職後の生活の違い

を完全に埋めるのは難しいと感じている。 

大分  違反質問に対して「綺麗ごとだ」という企業

の指摘は具体的にはどういうもので、学校側はど

う対応したのか。また、違反質問への指導を学校側

はどうしているのか。 

報告者  違反質問の内容は様々で、どこまでが運

用範囲なのかが問題だ。たとえば、船会社で船乗り

になりたいという話をした際に、「親戚で船乗りを

している人はいるか」といった質問を受けることが

ある。これは面接前後の雑談の中で、悪気のない

形で聞かれることが多い。保護者の仕事について

の質問があった場合、学校としては相談を受ける

ことがある。その際に、学校は「こういったとりくみ

をしています」と説明するし、生徒にも「答えないよ

うに」と指導している。これは大分県など他の地域

と同様の対応だ。さらに、学校では違反事例をリス

トアップし、生徒たちが自分の面接が違反だったか

どうかを確認できるようにしている。その後、学校

は職安や県に報告するが、場合によっては学校側

が直接会社の担当者に話をすることもある。特に

担当者と学校側で関係が深い場合、学校が直接対

応するケースが多いのが現状だ。 

鹿児島  水産高校では全県から生徒が入学して

来ると思うが、中学校との連携はどの程度行われ

ているか。公立学校では転勤が多い中、ずっと水産

高校に在籍することにはどのようなメリットとデメ

リットがあるか。具体例を教えてほしい。 

鹿児島 関連して、中学校からＢさんについては支

援シートとかそういったものはなかったのか。 

報告者  中学校との連携を通じて特性のある生

徒の情報を共有し、高校での支援や指導に活かし

ている。教員間の関係は濃密で、卒業後も生徒と

の関係が続くのが特徴だが、転勤がないため他校

の指導法を取り入れる機会が少ないことが課題だ。

卒業生や同窓会からの手厚い支援がある一方で、

制度変更に制約が生じることもある。就職活動で

は特性や支援体制を企業と丁寧に話し合っている

が、それでも3名中2名が退職した。就職後のフォ

ロー強化が求められている。 

鹿児島  水産高校では、インターンシップや職場

見学など、就職前に職場を知るためのとりくみは

どのように活用しているのか？また、それらを踏ま

えた支援について具体的なお話を伺いたい。 

報告者   インターンシップや職場見学を実施し

ているが、職場環境が海上なので、簡単に実施で

きるわけではない。そのため、保険や体制を整えた

うえで、海運局や国交省と連携し、県内の調整フェ

リーでインターンシップを夏休みに行っている。ま

た、県外のインターンシップについては、船舶協会

や組合と連携し、希望者には１週間程度の期間で実

施している。 

鹿児島  情緒学級の子どもが卒業後に就職する

際、就労支援やジョブコーチのような支援が受けら

れるのか、またその後のフォロー体制があるのかと

いう点に関しての不安に感じた。特に、療育手帳を

持っていない情緒学級の子どもや、発達障害を持

つ子どもが卒業後に就職した場合、就職先で特別

な支援があるのか、またその支援が継続されるシ

ステムが整っているかを知りたい。 

報告者  海運業界についてはそういうふうな話は

一切聞いたことがない。実際に現場で支援のとり

くみをするようなところまでは、まだ船の業界では

進んでいない。 

徳島  通常の就労が難しい場合、徳島県の障害者

職業センターで職業適性検査を受けることができ

る。手帳がなくても、どの程度の仕事ができるかを

確認するために実技を通じて能力を評価する。こ

の検査を受けることで、就職の際に障害者担当部

署から支援を受けることができる場合がある。就

労が難しい場合でも、センターを利用することで支

援を受けられる。また、保護者の中には職業センタ

ーを利用したくない方もいるため、パンフレットを

持ち帰ってもらうなど、保護者との連携が大切だ。

支援担当者と協力しながら、保護者の理解を得て

支援を進めることが重要だ。 
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兵庫  Ｂさんが辞める前に、企業の方に連絡をと

ったり、本人に声をかけるなどのとりくみや機会は

あったりしたのか。子どもが辞めた後、連絡は学校

や担任の先生に行くと思うが、現場では目の前の

生徒の対応に追われている状況もある。卒業後に

気になる生徒について、行政や福祉、関連機関と

の連携が必要ではないかと感じる。現在、Ａさんと

Ｂさんはこうした連携を持っているか、についても

教えてほしい。 

報告者  Ａさんは就職先で怪我をし、退職するか

どうか相談があった。怪我により、仕事に対する恐

怖感を感じていたが、将来的には戻りたいとの意

向があった。航空機が好きな子どもで、現在は関西

の空港関連の仕事に再就職している。一方、Ｂさん

は辞めた後に会社から話を聞き、母親とも連絡を

とった。Ｂさんは近くのコンビニで新しい仕事を見

つけ、学校の職員がよくその店に行くので、ついで

に声をかけることがあり、私も時々様子を見に行

っている。仕事では失敗して怒られることもある。

Ｂさんは私との連絡を避けているようだが、母親と

は話をしている。関係機関との連携はまだ取れて

いないが、私自身や学校の職員が見守りを続けて

いる。 

福岡  差別をなくすために自分たちができること

を教えている中で、学校の先生が感じる葛藤につ

いて聞きたい。困ったときに先生に頼ったり、友達

に相談したりすることを促し、差別をなくすための

行動を教えているが、先生が実際の現場で感じる

ためらいや葛藤について知りたい。 

報告者  教師として、子どもが違反質問をされた

場合、その報告をすべきかどうか悩むことがある。

たとえば、子どもたちが不利にならないように配

慮したいという思いがあり、違反を指摘することに

ためらいを感じることもある。そのため、業界団体

との交渉や一般質問が発生した際には、本人や保

護者に丁寧に説明をし、個別に対応している。しか

し、時には子どもから「報告しないでほしい」と強く

頼まれることもある。そのような場合、教師として

正論を貫くべきか、それとも現場の状況に応じて

柔軟に対応すべきか、ジレンマを感じることがある。 

 

Ⅲ 総括討論 

鹿児島  就職の進路指導に携わる中で、なかなか

差別性が見えにくくなっている。面接の中で、趣旨

違反に当たる可能性がある質問があったとしても、

内定を得られれば、教員の気持ちが、内定の方に

傾いて、企業を追求しにくくなることもあるし、不

合格の場合には、学力が十分でなかったなどの理

由で企業からはぐらかされてしまうこともある。こ

うした中で、九州地区の学習会の中で聞いた、「就

職差別の取り組みは、ルールだから取り組むので

はなく、通報するのが目的ではない。子どもたちを

差別から守るために取り組んだ」という言葉が腑

に落ちた。こうしたことをしっかり認識しないと、な

かなか就職差別はなくならないと思う。教育行政、

労働行政、そして学校が一緒になって、この差別を

なくすという取り組みをしていくというふうに考え

ているので、決して企業だけを置き去りにしてはい

けないと思う。また、制服に関して、うちの学校も

女生徒がスラックスを選べるようになっている。た

だ、ある時に数人の生徒から「所詮は女子の制服で

す」と言われた。その気持に自分自身寄り添い切れ

なかった。そのことが忘れなれない。あと、反差別

の取り組みについて、部落問題を学習する際に、当

事者の方に来ていただいて、研修することがある。

当事者の思いをしっかりと受け止め理解すること

は大事なことではあるが、学んだつもりでいる自

分たちがいないかということも、点検しなければな

らない。 

鹿児島  （徳島の）報告者にさきほど質問したの

は、どのような思いで人権・同和教育に向き合い、

どのような実践してきたか答えてもらいたかった

から。自分自身は、部落のお父さんに出会って、そ

れから人権・同和教育に向き合うようになってきた。 

報告者（徳島）  私が同和教育と出会ったのは、校

務分掌。「被差別部落の子どもはスタートが違う」

…ていうのが先輩の言葉で、それ以上教えてもら

えなかった。だから、いろんな本を読んだり、話を

聞いた。また、高校生が自主活動をするが、もし部

落差別がなければ、運動や趣味など、自分の時間

を他に使える。 

徳島  徳島県では、就職差別に関わる１４項目を

中学生、高校生の時に学ぶ。この学習を通じて、ど

のような質問が就職差別につながるかを理解した

うえで、就職試験に臨んでいる。また、就職試験で

企業側には、履歴書、調査書を送る際に、高等学校、

特別支援教育学校の人権教育研究会が作成した就

職差別に関わる重要項目と、血液検査などの検査

を行わないようにという依頼文書を併せて送るこ

とになっている。また、県の人権教育研究協議会で

は、労働局、経済団体、県教育委員会と会議を催し

て、就職差別の問題に取り組んでいて、事象が起こ

った際の流れもできている。労働局からも企業側

に周知しているが、現状では、徳島県で就職差別に

繋がるような質問があった企業は、これまで関わ

ってきた指導員が退職されて後任が決まっていな

かったり、急遽別の人が面接に関わる中で、就職差

別に関わる１４項目のことを十分に理解できてい

ない人が面接をしているケースがほとんどだった。

人間の社会はだんだんと入れ替わっていくものだ

から、常に継続的にやっておかないと我々の時点

で解決したと思っていても、また元に戻ってしまう

ことも往々にしてある。だから、そういった中で繋

がり、継続していくのは非常に大切。 

協力者  宮崎県でも同様の取り組みをしており、

どの都道府県であっても、多分似ているところは

ある。ただ、自分の経験として、違反質問について

集約をする時にたくさんあがってくる学校と全く

あがってこない学校がある。これは、担任だったり

進路指導担当だったりのアンテナの張り方も影響



- 7 - 

しているのではないか。 

鹿児島  自分は今年から公務員になり部落差別

という言葉自体あまり聞き馴染みのない初めて聞

くような言葉だった。被差別部落のことも、自分の

身近な地域にあることを最近知った。もし、学生の

頃に当事者の話など部落差別に知る機会があれば、

自分の考え方も変わっていたかもしれない。自分

自身は、進学が中心の高校出身で、違反質問や就

職差別に関することも学生の時には教えてもらえ

なかった。質問は、進学が中心の学校で、就職差別

に関してどんな取り組みをしているか知りたい。 

徳島  徳島県の場合には、全てで取り組みを行っ

ている。違反質問が出た場合に、「その質問は、就

職差別に繋がる１４項目に当たりますのでお答えす

ることができません」と、主張するように伝えてい

る。ただ、進学が中心の学校の場合、生徒たちの意

識がどこまでのものであるか分からない。大学、短

大、専門学校なりに進学した後に就職する場合に

も、エントリーシートや面接で就職差別に関する１４

項目に抵触するような事案があると聞いているの

で、就職だから、進学だからというようなことでは

なくて、違反質問自体が不適切であり、差別選考に

繋がるということを行政や業界を巻き込みながら

取り組んでいくことが必要ではないか。 

協力者 奈良県の高校では、進学の割合が高いか

どうかに関わらず、趣旨違反質問も含めた就職差

別の問題は扱っている。そして、就職差別に対する

取り組みとの関連で部落差別のことを学ぶ学校も

あれば、本人の資質や能力に関係のないことは問

わないということに焦点をあてて取り組んでいる

学校もある。今自分の数勤務する学校では、部落

差別問題との繋がりを意識して、２年生で部落差

別のことを学んだ上で、３年生の時に就職差別の

問題を取り扱い、その中で奈良県内の部落出身の

高校生が立ち上がったっていうところから話をし

ていきます。２年生の時に学習する際に部落差別

のことを学んできたかどうかというアンケートを取

ると、現状半数ぐらい。もちろん地域によって差が

あるが、小中学校の段階で、部落のことを全く学ん

でこなかったという割合が結構増えている現状が

ある。ただ、自分自身は部落差別のことを抜きには

できないと考えている。それは、今もなお残念なが

ら部落差別はあり、インターネット上などで記号化

している部分もある。そうした中で、高校段階では

「最後の砦」として、子どもたちが社会に出て、部落

差別と良くない出会いをしてしまわないようにと

いう思いで取り組んでいる。 

協力者  先ほどの（鹿児島の）発言で、自分の住ん

でいる地域に被差別部落があることを初めて知っ

たということだが、今後部落差別が自分の暮らし

に関係あるどうかを、自分の生い立ちも含めて振

り返りながら、深めていく必要があるのではなない

か。自分自身も教員になってから初めて部落のこ

とを知った。しかし、同時に自分の中に部落差別が

根付いてしまっていることにも気付かされた。だか

ら、これからも様々な出会いの中で深めていって

ほしい。 

京都（報告者の学校）  初任者の時に先輩から「や

っぱり差別って人の心の中にあるよな」ということ

を言われた。どうしても人間は弱いので、自分が誰

かよりも上に立ちたいというような時に、差別する

心が表出してしまう。だから、まず自分に対して矢

印を受けていく必要があると同時に、そういう人

がたくさんいる社会になっていくことによって、子

どもたちが社会に出て独り立ちをして、しっかり生

きていけるようになることを願って、今 6 年間子

どもたちを預かっている。そのように考えた時に、

社会で誰かが困っていたら、他の誰かが助けるよ

うな、そんな社会になっていかなければならないと

思う。そして、差別をなくすためには、お互いの良

い所を、個々人がもっとリスペクトできるような社

会をめざし、自分の自由を大切にするとともに、隣

の人の自由も守る、そのような自由の相互承認を

していける空気感を作っていきたい。 

 

Ⅳ まとめ 

 この大会では「事実と実践に基づいた報告」が大

切にされてきた。子どもたちが抱える困難やしん

どさなどの生活実態という事実に対して、学校や

教員など色々な立場からどのように関わっていっ

たのかというのが実践というように理解している。

全人教では「進路保障は同和教育の総和」というこ

とが言われるが、今回もそのような趣旨の話があ

った。１つめには、いわゆる点数としての狭義の学

力保障と、広義の学力保障についての討議がなさ

れた。また、進路保障は、学力保障や学習保障であ

り、引いては生き方保障につながるということも

議論された。生き方保障は、自分で自分の人生を

切り開き、困難な状況にも立ち向かっていく力を

育んでいくことだと理解している。自己責任という

言葉のもとに、バッサリと切られてしまう現実があ

る中で、人権教育では、「０歳からの進路保障」とい

うことも言われている。その子が生まれてから、成

長して、学んで、社会へ出ていく中で、切れ目なく

進路保障をし、一人ひとりに関わっていく大切さを

感じている。さらに、就職差別の問題についても、

先達の取り組みを再確認できた。趣旨違反質問の

件数が多かったか少なかったかではなく、雑談の

中だったから許されるものではなく、差別性があ

ったかどうかに関係なく許されるものではないし、

そうしたことを教員が子どもたちに伝えていかな

ければならないと改めて感じた。そして、反差別の

なかまづくりについても、取り上げられた。奈良県

内の中学校でかつて荒れがあった学校では、なか

よしは差別やいじめを生む、だからなかまづくりを

大切にしてきたと聞いて、はっとさせられた経験が

自分自身にある。なかまづくりの出発点は、子ども

たちの生活実態やその生活背景を知るところから

スタートする。その中で子どもたちがどうなってい

きたいかという願いをもとに、子どもたちが安心
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できる環境を作ることができてはじめて出会いが

あり、出会いがあってそこから子どもたちが繋がっ

ていき、最後には自分の生き方を自己決定できる

ようになる。そういう営みが反差別のなかまづくり

であり、人権教育そのものではないか。その繋がる

なかまも、こどもと教員、子どもと子ども、保護者

と教員、また教員と教員、子どもと地域、地域と地

域、いろいろな立場で繋がっていくことが、進路保

障になるということをこの２日間を通じて感じた。 


